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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月26日(2010.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス基板上に除去防止層、および、この除去防止層上に複数の画素をそれぞれ形成す
る画素形成工程と、
　前記ガラス基板に対して対向用非ガラス基板を貼り合わせて中間体を形成する第１貼り
合わせ工程と、
　前記ガラス基板を除去する第１除去工程と、
　前記除去防止層を除去する第２除去工程と、
　アレイ用非ガラス基板を前記対向用非ガラス基板と貼り合わせる第２貼り合わせ工程と
　を具備したことを特徴とする表示素子の製造方法。
【請求項２】
　ガラス基板上に少なくとも複数の画素をそれぞれ形成する画素形成工程と、
　前記ガラス基板に対して対向用非ガラス基板を貼り合わせて中間体を形成する第１貼り
合わせ工程と、
　前記ガラス基板を研磨して所定厚みを残した薄板層とする研磨工程と、
　前記薄板層に対してアレイ用非ガラス基板を貼り合わせる第２貼り合わせ工程と
　を具備したことを特徴とする表示素子の製造方法。
【請求項３】
　前記対向用非ガラス基板と前記アレイ用非ガラス基板とを、同一材質とする
　ことを特徴とする請求項１または２記載の表示素子の製造方法。
【請求項４】
　前記画素形成工程は、前記除去防止層上にカラーフィルタ層を形成する工程を有してい
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る
　ことを特徴とする請求項１記載の表示素子の製造方法。
【請求項５】
　前記画素形成工程は、カラーフィルタ層を形成する工程を有している
　ことを特徴とする請求項２記載の表示素子の製造方法。
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